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はぐくまれるこころ

奈良っ子はぐくみ自然保育認証制度

“自然保育”で子どもたちの豊かな心を

はぐくみませんか？

自然の中にあるものすべてが
はぐくみの要素です。

命を大切に
する心

探究心好奇心

非認知能力



『奈良っ子はぐくみ自然保育認証制度』は、一定の基準を満たした

“自然保育”に取り組んでいる園を認証し、奈良っ子の豊かな体験に

繋がる自然保育の普及を促進する制度です。

＊問い合わせ先＊

奈良県こども保育課

奈良っ子はぐくみ係

TELL: 0742-27-8733
HP：https://www.pref.nara.jp/1648.htm

県内の保育所・認定こども園・

幼稚園・認可外保育施設・

継続的に保育を行っている団体

■認証の対象

■認証の流れ

所定の申請書類を作成し、県へ提出

奈良県HPから申請書をダウンロード

☀国の指針や要領を踏まえた保育内容

☀自然保育活動時間

☀自然保育活動場所

☀保育者の配置人数

☀保育者の資格有無

☀保育者の自然保育に関する研修実施

☀子どもの安全確保・緊急時の対応

☀利用者の個人情報の保護

■認証の基準

申請を受理した園の審査(必要に応じて現地確認)

認証書を交付
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-奈良っ子はぐくみ自然保育認証制度概要-



自然保育とは、多様な自然環境等を積極的

に活用した様々な体験活動を通して、子どもた

ちの豊かな人間性をはぐくみ、心身の調和の

とれた発達の基礎を培うことを目指して行わ

れる保育です。

自然の大きさや美しさ、不思議さに気づくことで、

子どもの「学ぶ力」「生きる力」の土台である非認

知能力(自己肯定感・自尊感情・意欲・忍耐力・他

者への寛容なこころなど)や健やかな身体のはぐ

くみへと繋がります。

また、子どもたちだけでなく、保育者自身が自然

と触れ合うことで心身がリラックスし、 自然体な

素の気持ちで子どもたちと一緒に過ごすことがで

きます。
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自然フィールドでの自然保育 園庭内での自然保育

山・森・川・田畑といった自然

豊かな園庭外のフィールドで

のびのびと活動すること。

園庭に菜園・ビオトープなど、

多様な生き物が棲む豊かな

自然環境の中で活動すること。

どんなメリットがあるの？自然保育って？

どこで活動をすればいいの？

-自然保育に関するよくある質問-



４

多様な自然環境等を積極的に活用した体験活動の事例をご紹介します。

-園庭における自然保育の事例-

□ビオトープがあり、様々な生き物が棲む豊かな場所で遊ぶことができる。

□様々な高さ、色どりの植物が植えられており、多様な植物に触れることができる。

□フェンス柵を利用したつる植物や、低い姿勢で楽しめる芝生地や雑草地があり、

緑と触れ合うことができる。

□菜園や田んぼがあり、食の大事さや食物を育てる難しさ、楽しさを学ぶことができる。

植物や生き物と関わる環境

樹木と関わる環境

□実のなる樹木が数カ所植えてあり、園庭内に木陰があるなど、木と触れ合うことが

できる。

□竹や材木など、地域資源を活用した遊具で遊ぶことができる。

□ロープブランコやツリーハウスなど、樹木を活かした遊びができる。

□木製のベンチやテーブル、デッキなど、木のぬくもりを感じて穏やかに活動をする

ことができる。

□木登りができる樹木や築山、斜面があり、自由に走り回ることができる。

□トンネルやロープ、樹木、草花などの要素が組み合わされ、森にいるような自然保育

ができる。

水辺等における環境

□水場やたき火場など、四季に応じた自然環境で遊ぶ

ことができる。

□道具を使って水を汲んだり水路を作ることができる。


